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エルドレーン〈透水性堤脚保護ブロック〉

●特長

　河川堤防強化工法において、ドレーン材の表面保護ブロックとして使用する透
水性堤脚保護ブロックです。
　表面がポーラスコンクリート（透水係数1.0×10-1cm/s）、控えが普通コンクリ
ートで構成されたブロックで、ドレーン材厚、覆土厚に応じて１段積で0.6m～
1.0m、２段積で1.2m～1.8mまで対応できます(土圧算定の背面土質をC1礫質
土とした場合)。
　また、階段積みをすることで1.8m以上の擁壁として使用することが可能です。

施工性・経済性にも優れた、生態系支援ポーラスコンクリートの大型ブロック。

基本型 1/2ブロック（左） 1/2ブロック（右）

1段積みイメージ図 2段積みイメージ図

■側面図（共通）
■正面図■正面図■正面図

■平面図■平面図■平面図

エルドレーン

堤脚水路

吸出防止材

浸潤面

■寸法・重量表
呼　称
H

参考重量（kg）
基本型 1/2ブロック

H  600
H  700
H  800
H  900
H1000

476
528
581
634
687

231
257
284
310
337

622

422
80
0

10
0
25

70
0

100 100

622

422

80
0

10
0
25

70
0

100 100

1250

850

80
0

10
0
25

70
0

100 100 100 100

1250

H

622
H

622

H

25 100 500
600

H
10
0

エルドレーン/
堤防法肩ブロック

堤防法肩ブロック
危機管理型ハード対策、粘り強い構造の堤防の整備

〈天端の保護〉

単体図

寸法・重量

標準断面図

●特長
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舗装工　500300
目地モルタル 間詰コンクリート

連結金具止水パッキン

川裏施工断面図（2割勾配）

連結部詳細図

路肩保護ブロック アンカー鉄筋 D13
L=360mm-2本

川表施工断面図（2割勾配）

1.アスファルト舗装の路肩を保護することができます。

2.プレキャストブロックを連結して設置することで現地曲線に応じた施工が可能  
となります。

3.ブロック間に止水コンクリートを施工することで、路盤工への水の侵入を防ぐこ  
とができます。

4.アンカー鉄筋により、路盤および表層施工時にブロックの滑動を防止します。

5.破堤を引き延ばすため、川表はブロックと表層（アスファルト）を結合し、アスフ  
ァルトの転動を抑制することができます。

6.堤防法勾配は標準1:2.0の他１：１.５まで対応可能
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止水パッキン
10×15×L400(mm)

止水パッキン
10×15×L400(mm)

1.3tデーハーアンカー

※（　　）寸法は1.5割用になります

PインサートM12×L50

300
（225）

800
（725）

2割用 参考重量:358kg

1.5割用 参考重量:334kg
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